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ノート
将来の移動無線アクセスとして注目されている直接拡散符号分割多元接続（DS‐CDMA）について，同期検波RAKE合成や適応送信電力制御の効果を測定し，DS‐CDMAがマルチパスフェージングを効果的に利用できる無線アクセス方式であることを実験的に明らかにした．
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Figure 10 Measured BER Performance (Field Test Data)
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